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紅色光合成細菌の 種により異なる飢餓生残と細胞 内 ATP との 関係
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【背景】有機物が欠乏 した飢餓状態で は 、細菌は代謝活性や細胞構造 を次第 に 維持 で きなくなり死 に 至 ると考え られるが 、

飢餓下 で の 生残性に エ ネ ル ギーがどの 程度関与するの か はよくわか っ て い ない 。本研究で は細菌の 飢餓生残過程の 細胞

の 状態を明 らか にすることを目的 に 、有機物飢餓下 で も光 エ ネル ギー
の み で ATP を生産できる紅色光合成細菌を用い て コ

ロ ニ ー
形 成能 と ATP 量 との 関係を調査 し た 。 【方 法 】ア ル フ ァ プ ロ テ オ バ クテ リア に属 する Rhodoρseudomonas

ρa ／ustriSCG4009 、　Rhodos ρiZifium 　rubrumSl を、有機炭素量を制限した培地 で光従属栄養的に培養し、有機炭素源枯渇 に

よっ て 増 殖を停止 した時点から飢餓状態として明
・暗条件にわけ、飢餓状態で の コ ロ ニ ー形成能（GFU ）と ATP 量を解析し

た。【結 果】2株 の 暗条件 下 で の CFU ・ATP の低 下は顕著に 異なっ ており、R．　pa ／ustris の CFU は飢餓後徐々 に低 下 し20〜

25 日 の 間 で 1／1，000に至 っ た。また ATP 量は CFU と平行 して低下 した 。

一方 尺 励 川 〃 7 の 暗条件下 で の CFU は飢餓後す

ぐに低 下 し飢餓 3 日目には初期値の 1／1，000 に 至 っ たが、この 時の ATP 量は初期値の 1／36 まで しか低 下 しなか っ た。2

株ともに明条件 で は CFU 、ATP 量がほぼ維持されており、CFU の 低下は飢餓 30 日 目で R．ρa ／ustris は初期値 の 1／4、　R

rubrum は 1／50 にとどまっ た。【考察】暗条件下 で の R．　 rubrum は 細胞内 に ATP が残 っ て い て もコ ロ ニ ー形成できない 状態

を経 て 次第 に 死 に 至ると考えられるの に 対 し、R ρalustris で は コ ロ ニ ー形 成 で きない こ とと細胞 死 がほぼ一致するこ とが示

唆された。
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【背景 ・目的】

　細菌相互 作用下 で のみ増殖する新規な細菌種をコ ンポス トか ら分離し、
コ ンポ ス ト化 に関与する細 菌 の 生態（増殖促進

要因）を解 明する研 究を進 め て い る。

　これ まで、そ の ような細菌 として Ge ・baoi／lus　 stean ・thθrm ・ρhi7usとの 共存培養 下 で の み 増殖する細菌（細菌 S）の 分離を

行 っ た。細菌 S の 増殖促進要 因を解析したとこ ろ、異種細菌培養液の もつ 増殖促進要因には pH 調節作用とNH4＋産生作用

が確認された。これに より細菌 S の 単独培養が可能となっ た 。 しか しながら、細 菌 S の増殖量 はわずか であっ た 。 そこで本

研究 で は細菌 S の増殖量を上 げるた め に新たな増殖促進要因 に つ い て解析 した。

【方法
・結果】

細菌 S を基本培地（初期 pH8 ，5）に接種し、振盪培養した。対数増殖期 に達した菌液を様々な成分を加え調整した本培養

用培地に接種し、細菌 S の 増殖量を振盪培養用非接触濁度計 （OD モ ニ タ
ー

）に よ り確認 した 。 その 結果、次 の 2 つ の 増殖

促進要因を見出した 。

　基本培地 で ば初期 pH を 8．5 に 調整しても培養中に pH が低下 して 増殖が阻害され て い ることが示唆され た。よっ て、初期

pH だ 【ナでなく培養中の pH を 8N8．5付近 に 調節 した結果 、緩衝剤 TAPS を用 い て pH 調節するこ とで 、細菌 S の 増殖量 を上

げるこ とが可能となっ た 。 また、yeast　extract は添加すればするほど細菌 S の 増殖量を上 げるため、yeast　extract に含まれ

る既 知 の ア ミノ酸、ビタミン 、微量 元 素を添加したが増 殖促進効 果は認 められなか っ た 。 そ こで 、 溶媒抽出 に よる分画を試

みた結果、yeast 　extract に含まれる増殖促進因子 は極性 の 高 い 両性物質もしくは中性物質であることが 示 唆された。
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